
新潟市地域と住まいの整備計画

委員の意見 評価監視委員会のご意見を踏まえた今後の対応方針

　「高齢者が居住する住宅のバリアフリー化率の向上」という指標に
ついては、事業は公営住宅がメインなのに、民営住宅も含めた成果
指標になっており、この指標が適切だったのかどうか。
　今後の計画策定時には、指標と事業内容の一致性についてご配
慮いただきたい。

　バリアフリー化の促進については、基幹事業により公営住
宅の整備を進めるとともに、効果促進事業により高齢者向
け・障がい者向けのリフォーム助成などを実施しており、そ
の事業効果を確認するための指標として設定しておりまし
た。
　今後の計画策定においては、指標と事業内容の関連性に
十分配慮し、分かりやすい指標を設定します。

平成２７年度　大規模建設事業評価監視委員会のご意見と今後の対応方針

項目

指標


